

























































































































を持つが､この系の基底状態 は MarSlallの条件か ら縮








等 い ､ので､fiの係数は等 しく､そこから
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て解 くべき基底状腰の次元 (-独立な-biの歎)を小 さく
することがで.きる｡これが次元を小 さくする手鏡きであ
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皆等 しいことがわかる｡従 って独立な係数を図 2-1から
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図3･Marshallの条件を満たすノ､ミル トニアンと可換な置
秩(N-10)｡
研究会報告
りの行列要素をスピン閑散の重なりで計算 していない｡=
及びyを消去 して､Eol=対する方程式を以下の様に得た｡
E3-14E.2-16Eo+320-0･ (14)
これを解 くと､一つだけ意味のある実数解が得 られる｡
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Eo=丁~ ニ 4ー.6001.‥,(15)
残 りの二つの解は虚数解で､物理的な解ではない｡得ら
れた解析的な解は､42x42の行列を直接対角化 した基底
状態の放任解 と一致 した｡この固有値は無理数であり､
Marshau条件を用いた方法だけでは､有理数 しか得られ
ないことを考えると､Marshal1条件を満たすTだけでは
基底状虚の対称性を表わし尽 くしていないことを示 して
いる｡つまり無理数を固有値に持つTが得られることが
必要であることを示 している｡上で示 したようにH7tは
lH,Hm】-0で声るので､こ占盲掛 こ適用する事ができ
るが､Eo7tの未知数が新たに発生するので､問題を対角化
するのと同 じことに結局なって しまう｡別の対称性で議
論されることが望まれる｡
最後に一般の Nについて今の浅論を用いるときの注
意に触れる｡詳 しくは論文 (SolidStateCommumに掲載
予定)を参照されたい｡一般のNの場合自明でない対称
也 (並進､回転等)を常に得る保証は定かではない｡しか
し､境界条件を適当なものに設定すると多 くのTが得る
ことは､できそうである｡例えば､2×Ⅳ/2の境界条件は
常にその様な対称性を持っている｡一般の洗剤はまだ得
ていない｡2･次元の厳密な解への挑戦として典味のつき
ない話題である｡
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